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要約

本開究は，発達の偏りがある子どもの母親が，祖父母と Jき，慈父母と子どもの関係性をどのように

とらえているのか探蒙的に研究することを目的とする。これまでの研究からは，

母親と祖父母の関諜d註に関しては，ネガテイブな麗が強課されがちであるが，

えている面も為ることが明らかになっている。

きく，個人差も大きいと

とらえる祖父母との際おりについては，

られた。本研究における母親の語りから，

父母とのコミュニケーションについてさ〉担父母からのサポート，②子どもとの関わりのとらえ，

患いのとらえ，④祖父母との関わち，の4つの視点からとらえていることが鳴らかになった。また，

祖父母がサポート源になっていると感じていることや，時親f弱から誼父母と機械的に関わりをもとうとして

いることが示された。その一方で 祖父母との関わちに難しさ安感じている

に理解してもらえをいと感じる母親もいることが示唆された。

キーワード：発達離がい，母親，祖父母

と罰的

くの祖父母が孫との関議をもちながら生活し

たいと考えておち，担父母にとって孫の存在拭潜

神的充思惑につながると考えられている（出埼ら，

2004）号誼父母にとっての孫は，精神的建衰の増

進〈中東， 2011）や心理的な支えとな

ち（田畑ら， 1996），孫との関わりを楽しみにし

ていることが考えられる。孫にとっても，

な意味をもっていると考えられ，子ども

と罷諸的な交流をもつことで，子ども

の精神蔀の安定（田畑ら， 1996）や心理面におけ

な影響がある 2001）こと

が示されている。その一方で，担父母と孫の関わ

りは，時間的にも内容的にも摂定されたものにな

りがちであるということも指摘されており，物貿

的手段による交流が多く精神的な交流が少ごよく

なっていたり（三宅・小林， 1993），誼父患との

［一緒に遊ぶJIテレピを見るjなどの日

に限定されていたり（吉田・冷水，

1991）することが明らかにさオしている。このこと

iこは， 18歳未満の子どもがいる世帯の初%が核家

挨世帯であり（総務省， 2010），多くの子どもが

と離れて暮らしていることが少なから

していることが考えられる。祖父母と孫の関孫

性は，互いに肯定的な影響を捗えていると考えら

れるが，祖父母と孫が離れて幕ちしていることも

多仁関わりは限定されたものにな与がちである

ことが推測される。ここで両者の交流のきっか

けを作ったり立いの関係の調整役を担う存在とし

て，親世代の役割が大きなものとをると考えられ

る。

ら（1ヲ96）は，孫と祖父母の交流について，

再親がキ…パーソンとなって交流の機会を生かす

ことが議要であると述べている。板野らは，父方

の祖父母とは気兼ねや遠患が生じがちなのに対し

母方の祖父母と詰気兼ねのない潜殺した関採にあ

ることを指摘した。また，興津・浜（段97）は，

父方慈母と母親の間では緊張関係が見ちれ嫁の立
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場にある母親は強制力を感じる一方，母方組母の

場合は祖常の助言を受け入れないといった対応を

とることもできると考えている。このように，母

親にとって抱父母が豪家設であるか否かによって

関係性の保持における母親の配患の仕方が異なる

ことが誰灘される。

また，母親にとって祖父母は子育てのサボ…ト

役となると考えられている。田i鶏・中原（2006)

によると子育てに留ったときに助けとなる入が

実父母や義父母であると惑じている母親は，祖父

母世代に比べて増えていること

祖父母世代は，近所の入かち

らかになった。

に関するサ

ポートを受けていたと感じている一方で，近年地

ながりが毒薄になっているといわれており，

時親が子育てのサポートを閑居，別居に関わら

家族に求めていることが指請されている。つまり，

担父母世代の子育て参加へのニーズは，相対的に

高まっていると見るのが妥当で三うろう 9 祖父母か

ら母親へのサポート内容としては，物理的援助，

経法的畿勢，育児への肯定感などが挙弓られてい

る （自若.2012) 0 また，子育て中の母親にとって，

生活面での実擦の援助だけでなく

られ，八重樫ら（2003)

て中の母親にとって祖父母段重要なイン

フォーマルな社会資源であるといえると述べてい

る。インフォーマルな社会資源とは，祖父母によ

る母親の子育てへの不安や負担についての桔談相

手，母親の精神屈でのケア，子？ぎてに対する情報

源会どである。その一方で，母親は頼りがいのあ

「育児関与を求める気持ちjとともに，f自

をしたい」という鶏藤をもつことも

されている〈白石， 2012）。時親にとって，

との関係性の保持への配患や子育てをめ

などにより，観父侍との関わりが負招となる欄面

もあるが， との関孫法子どもにとっても母

親にとっても重要なものであることが考えられる。

をもっ子どもの母親にとっても，祖

父母を含む家族辻子青てにおけるサポート資源と

なりうることが考えられる。太田（2010）は，

をもっ子ども とって，家族から

のソーシャルサポートiえ背鬼を認めてもらえる，

一緒にいると安心できる令ど，惑構的

となっていることを示し，子ども

などの手段的ザポートも高く認識されていること

が明らかになった。一方で，母親に対する家族か

らのサボ…トは鑓人差が大きいことも指摘し家

族からのソ…シャルサポートを受けにくい状況に

為る母親も存在していることが指摘されている。

ー海戴寺（2007）は，発達撃がいの子どもに

関して，持；こ担父母は身近で子どもの行動や裁の

対応、を見る機会が多い一方で，障がいに対する知

識が少ないことが多く，親の曹て方に対して誤解

や非難をしやすいと指揺した。高構・増淵（2008)

が，アスペルガー症候群等は，その障がいのもつ

独特の関難が理解されにくく本人の抱える問題が

ま・自分勝手Jなどと誤解されやすいと

るよう仁，

して明解しにくいことも影響していると

る。今野（1998）も，障がいを持つ子とやも

；ぇ定型発達の子どもの母親によとべて父方祖母と

母親自身および子どもとの関係についてネガテイ

ブな意識をもちやすいということを示唆しているむ

太田ら（201訟法，発達捧がいをもっ子どもの号

親のストレスが強くなる要国として，祖父母など

の「期間からの協力が得られないこと」を示し，

どもの樟がいを理解してもらえないため

の人から子どもや自身の子育てに対

言動を受けることも多いと指摘した。このような

祖父母の替動は，母親の障がい受容にも

ることが明らかになっているむ中間（2002）は，

発達障がいをもっ子どもの場合，定型発達の子ど

もとの違いが分かりにくく，子どもの問題が障が

いによるものだと分かつても龍の家族が子どもの

を認めようとしないことを指摘している。

その結果母親と告の家族の間に意識の違いが生じ，

家族問に葛藤が生まれたり母親が障がい



尾方・遠矢

る気持ちを強くさせたりすることにつながると述

べている。その一方で，従震（2007）は，

どもの障がいと向き合っていくなかで身近な人

は大切であり，実母が支えとなった事部を

いる。誌上のことからも 母親の障がい受

容ιおいても祖父母の影響が大きいことが誰瀦さ

れるむ

野尻（2012）は，祖父母のi撃がい受容を犯す要

国として， を知ること

のことが霞がいについての情報収集につながり謡

向きな気持ちへの変換や周間への告知意識が高ま

るきっかけになると

〈玲舎のは，障がいを

ている。 し会ミし，

どもの親が子どもの

障がいについて祖父母に説明することは，心理的，

時間的，知識的，経験的に盟難な状況にあると述

べている。 (2013）も，母親は発達葎

がいをもっ子どもの行動特徴を祖父母に伝える捺

に侍らかの難しさを感じることを示しそれは祖

と会う頻度によっ

している。

しての説明に冨難を感じていることも示唆さ

れており，祖父母と母親の日常的な関係性が影響

していることが考えられる。神崎（2009）辻，発

達障がいをもっ子どもの母親へのインタどューで，

祖父母の存在について前向きな意見が多いことを

した。また，ほとんどの母親が祖父母に子ども

の輔がいのことをf去えている古宝，イ云えるかイ云えな

いか， どこまで説明をするかということに関して

は，ぞれまでの母親と祖父母の関係や家族の実態

るものではないこと

そ
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によって擦々であると述べている。

弘上のことより，本研究では， も

も

母

宇－

F
」
〉
〕

つ子ども

と担父母と

とらえる畠身と

明らか；こする。

親や子どもの日常的な関わりの視点，子どもの特

徴の祖父母への話しやすさおよび話しにくさ，

ともなう誼父母との関係性の変化についての

とらえについて，母親自身の語りを分類

とすることを目的とフ ＇o.)0 

方法

1.調査方法

(1）課査時期

X年11月下旬～ X

( 2）調査対象

Y大学の集団活動を通じた対人関係スキ

中旬

( 3) 

グラムであるZグループに参加してい

5名〈以下調査協力者）を対象に

した（Table1）。

よぴ手続き

事前にZグル…ブのリーダーをしている臨床心

理士の了承を得た後 グループ活動の前後の時間

ンタピューへの協力を依頼した。

際，調査の主旨と注意点を説明して同意

談乱調査協力者に対して 1人30分程度の半構造

インタぜュ…調査は，毎自のグループ活動の前

後の時間を利用して行い，

た。インタピュ…の内容法 調査協力者の了承を

ID 

A 

調査協力者の子ども

小5・男児

Taるle1. 調査協力者プロフィーん

子どもの診断名 器父母

ADHD 

問題／翠溜

B 小5・男克

C 中3・男児

D 小6・男児

丘 高2・男児
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得た上で， ICレコーダーを使用し録音を行った。

加えて，筆者が補足的にメモをとりながら行った。

( 4）倫理的配慮

調査は，調査後にフォローアップが可能であり，

Zグループのリーダーである臨床心理士に許可を

得た母親に行った。また，調査を行うにあたり，

調査協力者に対し 得られたデータは研究以外の

目的では使用しないこと 使用にあたっては個人

が特定されないように配慮することを書面と口頭

で説明し，了承を得た。

2.調査内容

(1）フェイスシート

インタビュー調査実施時 開始前に記入を求め

た。内容は，母方祖父母および父方祖父母と同居／

別居しているか，録音の可否についてであった。

上記の内容をA4用紙l枚に示した。

( 2）インタビュー内容

調査の内容を以下の①～③に示す。

①母親が感じる祖父母との関わり

i ）祖父母の存在が子どもにとってよいと感

じること

ii ）祖父母の存在が母親にとってよいと感じ

ること

②祖父母との子どもについての話

i ）子どもの特徴や難しさについて祖父母と

話す機会

ii ）子どもの特徴や難しさについて話をする

ときの祖父母の反応

iii）話すときに苦労すること

iv）話すときに気をつけていること

v）子どものことを話してみてよかったこと

③子どもの成長にともなう関係性の変化

i ）子どもと祖父母の関係性の変化

ii ）母親と祖父母の関係性の変化

3.分析方法

KJ法により分類・分析を行った。まず，イン

タビューによって得られた音声データについて，

調査対象者一人ひとりの聞き取り可能な発言を書

き起こしたものをロウ・データとして作成した。

次に，質問項目に対する回答と思われた部分をロ

ウ・データから選出し ラベルを作成した。その

後，ラベルの意味や類似性でグルーフ。化を行った。

最後に，単純集計を行った。なお，分析は筆者と

臨床心理士資格をもっ 3名の計4名で、行った。

結果と考察

1.祖父母との関係についての母親の語りの分類

インタビューにおける母親の回答をもとに，

KJ法による分類を行った。その結果，【祖父母か

らのサポート｝，【子どもとの関わりのとらえ】，【祖

父母の思いのとらえ】，｛祖父母との関わり】の 4

つの大カテゴリーに分類された（Table2）。

( 1 ）祖父母からのサポート

【祖父母からのサポート］には，『情緒的サポー

ト（30.6%)j （例：子どもを認めてくれる），『情

報的サポート（8.3%)j （例：意見は言ってくれる），

『見守り（8.3%）』（例：どうしなさい，こうしな

さいとは言われなかった） f祖父母の存在自体の

ありがたさ（25.0%）』（例：関わってくれること

に感謝している） • r現実的サポート（27.8%）』（例：

子どもの面倒を見てくれる）が含まれ，全回答の

33.6%がここに含まれた。

実際的なサポートとして，『情緒的サポート』，

『情報的サポートJ，『現実的サポート』が挙げら

れる。特に， f情緒的サポート』と『現実的サポ｝

ト』が高い割合を示した。太田（2010）は，家族

からのサポートに関して，『情緒的サポートJを

中心とする感情的な支援や『現実的サポート』が

発達障がいをもっ子どもの母親に高く認知されて

いることを示しており，本研究で得られた結果は，

こうした先行研究とも一致した結果であると考え

られる。『情報的サポート』は，他の実際的なサポー

トに比べると割合は低かった。太田（2010）も，

発達障がいをもっ子どもの母親は，『情報的サポー

ト』に関して，他のサポートに比べて家族からの

サポートを受けていると認識していないと述べて
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Table 2. との関係についての母親の語りの分類

大カテゴリ一 % 小カテゴリー

叡父母からのサポート（36) 33.6% i喬緒的サポート (11)

f毒報的サボ…ト（3)

見守り（3)

議父時の存在自体の

ありがたさ（9)

現実的サポート {10)

% 回答（件数）

30.6% 子どもを認めてくれる

子どもを受け入れてくれて劫かった｛お

アドバイスをくれるので話してよかった

子どもの成長を…織に喜んでくれる

「何か大変おjみたい会惑じ

冷静に受けとめていると思う

パ母親が｝しっかりしないとJという感じ（2)

ある軽震うんうんって聞いてくれるほ）

議擁令開いてもらう

8.3% 意見は誘ってくれる（2)

f専門的なところに行ったほうがし）し )j と震っていた

8.3% 否定はされない

どうしなさい，こうしなさいとは言われなかった

ゆったりとそ子どもを克ることができるので，障がいがあ

るって言っても， fそんなことないよ，大丈夫だよjって，ずっ

と言い続けてくれた

25.0% 味方がl人いるような感じで心強い

おこづかいやプレゼントをもらえる貴重な存在（2)

関わってくれることに感謀者している

いてくれることがありがたい

血総関係を子どもに経験させてあげられる

槌父母には窓まれている

子どもにいたわりの気持ちを教えることができる

年上の人への尊敬の気持ちを教えることができる

27.8% 子どもと遊んでくれる（2)

ご銭の局窓会してくれる

子どもの面倒を見てくれる（4)

子どもが小さい域お世話をしてくれた（2)

行事ごとをー絡に過ごす

子どもとの撲わりのとらえ 13.6% 母親と悶様の爵わり（2) 14.3% 子どもの特牲によいであろうとしづ対応をしてくれる

(14) 閉じような襲わりかたをしようとしてくれる

子どもの擦心地のよさ（5) 35.7% 祖父母の家では子どもが野ぎなようにできる（2)

子どもへの註意（3)

子どもへの心翠（4)

甘えられる

fしょうがないから本人の好きなようにずれぜしもしリとい

う惑じ

行ったとぢは磯しくしてくれるので，それでいいかなと思

つ

21.4% 注意されるのが嫌みたい（2)

怒られてからおじいちゃんの前ではおりこうさん

28.6% 関わっているとどうしても心配する

小さい壌から心配している

心寵している
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大カテゴリ… % 小カテゴリー % 間警（件数）

祖父母のd患いのとらえ (19) 17.8% 母親自身への心艶山 5.3% 私たちのことを心寵している

祖父母からの違憲（3) 15.8% 祖父母も遠藤していると悲う

子育てについても誘いたいことがありそう

あまり深く聞いてはいけないと患うのか，あまり祖父母か

ら開いてくることはない

翠父母のとまどい (1) 5.39'告 発達韓がいの孫に対してどうつきあっていけiまよいか分

からない感じ

揮がい環解（5) 26.3% 本や新簡を読んで，分かっているようほ）

障がいのことは理解してくれている

分かつてくれるように会って妻つきあいやすくなった

1讃分かつてくれている

無理解（9) 47.4号令 Zグループに来ていることを’決く患っていない

愛情不足でかたづけられる

韓がし、がるると受けとめていない（2)

大変きを分かつてもらえない（2)

「手よから晃れば鰐でもないわJとL、う感じ

分かっているようにしているけど実際理解はしていをい

自分の｛部様養護と逸説していることを受け入れようとしない

祖父母との欝わり（36) 33.6% 積極的関与（21) 58.3% 話をする（5)

ありのままを話している（2)

ポンと欝える（2)

もたいことを言う

いいことも悪いことも話す

轄すときに難しいことはない

何でも話すようにしている（2)

近所の入の話と…絡に思われたら困るので，ちょっとした

ことでも自分の気袴ち令話すようにしている

あったことをちゃんと惑すのが l番

心配させるために話すのではし、けない，と心がけている

孫だから知ってもらわないと

良き理解者になってもらえるよう認すようにしている

結果だけじゃなくて，そこにいたるまでの過窓を言うよう

に，心t;まけている

信頼関係が閉捜した

消極的関与位。 27.8% 潔く話すことはない（5)

詳しく伝えなくてもし冷ゆるなと題、う

子どもが何かしたときに特教や接しかたを話すことはある

学校をどこにする，という話iまする

建がいについての間lました

Zグループに来ていることは伝えている

関与の難しき（2) 5.6% ほとんどというか，関わっていないです。

私もよく分からないので＼何と伝えればいいのか分から

なかった

祖父母への迷惑岱｝ 8.3% 主人の肉親には遠還する

》にくかったし，｛可と言っていいか分からなかった

主人がお父さんがけんカ通ずるので箆を使う

分類不可能（2) 1.9% 成長したから，最近はおばあちゃんに言っちゃいけない

ことと，言っていいことの阪加がつくようになった

中学生の援がいるんですけど，そっちはかわいがる。 A

に関してiえ平等ではない感じがするので， Aも余熱な

ついていない
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おり，本碩究の結果もこれと一致していると

られる。また本研究において発達障がいをもっ

人と関わったことが為る祖父から円専門的なと

ころに行ったほうがいしづと震われた」ことや，

読んで、障がいのことを勉強してくれて

いる誼父母が「意見は寄ってくれるjことが諮ら

つまり，発達障がいを持つ入との関わ与の

経験や発達i葦がいに関する知識をもっ

母親にとって自警報的サポート』源であるととら

えられていることが誰溺される。

具体的なサポートではないものでは， f見守りJ
や f担父母の存在自体のありがた

らく2012）は，母親が，

してくれる龍父母に対しでありがたさを惑じる

「岳分の脊；誌をしたい」という葛藤をもつ

ことを指摘しておち，母親に育児

ことが必要となる場合も考えられる g また，祖父

母辻，発達障がいをもっ子どもに関して，親の育

て方に対して誤解や非難をしやすいと指摘されて

おり（岩轄・権蔵寺， 2007），その点から，具体

的なサポートがなくとも れないことが母親

とらえられることが考えられる口

どもにとって祖父母は，祖父母がいる

きたり，困ったときの拠号所になることや，

親子関孫の調整の役割を担う機誌が示されており，

存在自棒に錨値を感じていることが指識されてい

る（田畑ち， 1持説。母親も「いてくれることが

ありがたいjと語っているように， f祖父母の存

在自体のありがたさjを感じており，母親にとっ

ても強父母が同じような機能を語っていることが

えられる。また，「血縁関孫を子ども

げられるjや「子どもにいたわち

を教えることができるJというように，

特有の役割を母親が感じていることが推測されるむ

( 2）子どもとの関わちのとらえ

｛子どもとの関わりのとらえ｝には， f母親と同

様の関わ与 (14.3ヲ6H（例：子どもの持’註によい

であろうという対応、をしてくれる）. r子ども

トを

発達葎がいをもっ子どもの母親と櫨父母の関係性 11 

心地のよさく35.7%H（剖：祖父母の家では子ど

もが貯きなようにできる）, r子どもへの

(21.4%).] （例：注意されるのが嫌みたい）, r子ど

もへの心配（28.6%)j （例：関わっているとどう

しても心配する）が含まれ全冨答め13.6%がこ

こに含まれたむ

祖父母と関わる子どもを見て，母親は f子ども

の居心地のよさjを惑じることがあることが示さ

れた。「祖父母の家では子どもが好きなようにで

きるJと諮られたように 祖父母の家が自由にで

きる諸心地のよい場所となっているととらえてい

る。発違憲がいをもっ子どもは，友達爵認が繁密

に去ってくる小学校中学年ごろから孤独感や捺立

感が強まり， j欝関とのズレがいじめの対象となっ

てしまうことが指捕されており（高橋・増淵，

2008），学校で、の居場所のなさを？感じることが少

なくないむそれだけに 子どもが器心地のよさを

じている様子を見ることで 母親の安心惑につ

ながりうると考えられるむまた，母親は子どもと

関わる祖父母を見て 懇父時が『母親と

わりJをしてくれているととらえることがあるこ

とも明らかになった。今野な鉛訟は，離がいを

もっ子どもの母親の3割ほどが「祖母の子どもへ

の接し方に大きな不満があるjと感じており，定

どもの母親を大きく上回っていると

べている。さらに それが子どもに障がいがある

こととの関連を否定できないものがあること

したc したがって 「子どもの蓉’註によいであ

ろうという対応をしてくれるjというような

親と同様の関わりは，母親にとって脅定的なと

らえとなることが推測される。以上よち，母義が，

子どもと祖父母の関まつりのなかに f子どもの居心

ゃ f母親と開捺の関わりJを見ること

に母親に肯定的な効果をもたらしうる

られる。シ｝

で

こ

どもへの、注意jは，祖父母がしつけとして

ていると考えられる。八重樫ら（2003) ~え

どもが指父母の f話うことを開く」ことに「大
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体あてはまるJととらえている母親は， fよくあ

てはまるJ，「全くあてはまらないjととらえてい

よりも子育て不安が低いと述べている。根

どものしつけに過剰に関与したり全く関

しなかったりすると 母親は百定的にとちえが

ちになることが推測されるが祖父母が遥更にし

つけι関与することは，母親の子育て不安を少な

くすると考えられる。本研究では，子どもが「注

されるのが嫌みたいj f怒られてからおじい

ちゃんの前ではおちこうさん」と語ら

親が控父母の f子どもへの注意jに対して4必ずし

も在定的にとらえていないことも考えちれる。

どもへの心配』について，今野（1998）は，

祖母が子どもの将来を心配している，子どもがか

わいそうと思っているととらえる母親は，子ども

が障がいをもっ母親で榎端に高いと指摘している。

これには，慈父母が欝がいについての現状を知ら

ないことや，離がいをもっ子どもの可能性につい

ての誤解や髄見を解けないでいることが挙げられ

ると述べている。一方T f関わっているとどう

しても心配するJという諾ちが見られたように，

f子どもへの心喜司法，祖父母との関わりがある

ことで生じるものでもあると推測され，母親に

とってi之子どものことを気にかけてもらえてい

るという感覚になることも考えら

( 3）祖父母の思いのとちえ

｛祖父母の思いのとらえ］には， f母親自

心配（5.3%)j（例：私たちのことを心配しているL
らの遠意（15.8%H（例：桓父母も

していると患う） • r祖父母のとまどいく5.3%)j（例：

発達難がいの孫に対してどうっき為っていけばよ

いか分からない感U f障がい理解（26.3%)j（例：

障がいのことは理解してくれているに『無理解

(47.4%H （例：之グんープに来ていることを・！尭く

っていない〉が合まれ，全回答の17.8誌がここ

れた。

ちのことを心配しているjと語られたよ

うに，母親が，担父母は発達離がいをもっ子ども

とともにその子どもを育てる f母親告身への心

富むをとらえている。今野（1仰のは，祖父母が

子どもの障がいを知らされて，離がいをもっ子ど

もの親となった自分の子どもに対しても悲しみや

無力感を抱くことを指捕し 二重の心痛があるこ

とを明らかにしている。また『子ども

と間様に，母窺は自分のことを気にかけてもらえ

ていると感じることも考えられる。

特に父方祖父母に対して遠患や気兼ね

が生じがちになることは多くの研究で明らかにさ

れている（板野弘 1996；興、津・浜， 1997)0本

研究では，同時に f祖父母から

いることが示され，母親は互い

じていることが推測される9

をもっ孫への f祖父母のとま

も諮られた。松下（2003）が軽震発達障がい児

障がい受容遥桂において，ポジテイブ

な感情とネガテイブな感情の両前的感清を経験す

ると指捕しているが，野尻（2012）は，祖父母の

醸がい受容も，段階的に進むものではをく，松下

(2003）が述べたような過程をたどることを推測

している。母親の障がい受容の通程では，

や日常的に繰り返される惑靖として，とまどいを

じている母親がいることが報告されてお号，

父母にも開擦の患いがあることが考えられる。ぞ

れに加えて，自身の経験と異なる子どもの様子を

見てとまどいを感じる祖父母も少なくないと考え

られる。

祖父母の『障がい理解jが語ら f無

理解Jが［祖父母の患いのとらえ｝の半数近くを

た。「本や新開を蹴んで，分かつているようj

のように，担父母が理解への努力をしてくれる

ことなどで『障がい理解jをとらえること

が考えられる。また f分かつてくれるようになっ

て，つきあいやすくなったjと間られたように，

祖父母の f離がい理解jが母親と祖父母の欝祭性

に影響している可能性も考えられる。その一方で，

f愛｛雪不足でかたづけられるJ.r大変さを分かつ
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てもらえないjと時られたように指父母の瞳が

いについての誤解や 母親自身との感覚のず、れが

きいととらえることで，時袈ほ障がいに対する

を感じることがあると考えられるa

(4）挫父母との関わ号

｛祖父母との関わけには，『稜権的関与（58.3%)j

〈手tl：言いたいことを言う）， n高接的関与（27.8%)j

〈鰐：深く話すことはない）, r関与の難しさ（5.6%)j

〈剖：ほとんど関わっていないです） • r祖父母へ

の遠慮（8.3%)j （関：主人の両親には逮蟻する）

れ，全自答の33.6%がここに含ま

｛詣父母との関わけにおいては， f護極的関等J

を示した。これには， f言いたいこと

うjや「ありのままをききしているJのような

桂父母に対する話しやすさと， f孫だから知って

もらわないとJというように

ことを伝える目的をもって意識

まれているむ前者仇祖父母が fあ

どもの

ことが含

うんう

んって聴いてくれるJと語られたように，

の子i賓緒的サポートJとも関連があると考えられ

る。後者は，母親が毘的をもって祖父母に話すこ

とで祖父母の n肇がい理解Jにつながりうると

測される。また，「話すようになってから信頼関

採が国複したjと語る母親もいたように祖父母

との関係性の変化につながることも為る。このよ

うに，母親は，子どもと祖父母の関係も考えなが

ら祖父母との関わちを持っていこうとしているこ

とが推測されるc

f清撞的関与Jや『関与の難し

も語られた。深く話すことはせずに部分的に怯え

たり，関わりをもつことが少ないととらえている

母親もいる。祖父母との交、流に関して，もともと

関わりの少ない祖父母とは，『祖父母への違憲i

も相まって f議議的関与Jや『関与の難しさjが

大きくなっていくことが考えられる。またき f讃

を行っていたが，祖父母の

から，抱父母に対して母親にあきらめや不信感が

じて f消権的関与iへ変fとすることも考えられ

発議障がいをもっ子どもの母親と懇父母の関係性 13 

る。また，中田（2002）は， 島身が子どもの

障がいを理解していてもそれをすぐには罵留に公

表することができず＼発達瞳がいのように見えに

くい障がいの場合はそれが顕著であると述べてい

る。『消極的関与j吟背景には，このような母親

の迷いがあることも誰測される。

2.まとめ

本密究では，発達障がいをもっ子どもの母親が，

との関係について 祖父母からのサポート

に関すること，子どもと桓父母の関わりに関する

こと，祖父母の思いに関すること，自身と祖父母

の関わり ることをとらえていることが明ち

かになった。

まず，祖父母は，母親にとって子育てに関する

ト諒となりうることが明ちかになっ

祖父母から慣諸的サボ…トや現実的サボ…

トのような実緊的なサポートを受けているととら

えていることが示された。それだけでなく，担父

母が母親の子育てを見守ることや祖父母の存在自

体の舘檀も母親にとってサポートとしてとらえら

れていることが撤測された。さらに，子どもが居

心地のよさを感じていることや，祖父母が母親の

つけている関b母方を実践してくれているこ

とのように子どもと祖父母の関わりの様子

ることで母親に肯定的なとらえをもたらしうるこ

とが示唆された。このように 祖父母の存在が母

親にとって肯定的にとらえられる鵠菌があると考

えられる。

また，母親は綾羅信に祖父母と関わりをもとう

としていること会ぎ明らかになった。

な関わりの背景には，祖父母とのつきあいやすさ

があることとともに子どもと祖父母の関係性を考

した母親の努力が大き

示唆された。しかし 祖父母が子どもの障がいを

理解していないととらえる場面がある母親も少な

くなかった合つまり，発達障がいを持つ子どもの

母親は，担父母との関係性の保持に関する艶患や

努力を行っているが それが桓父母の離がい膿解
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につながりにくいと感じている

る。
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Relationship with grandparents and mothers of children with developmental difficulties 

- A study of considers daily relationship with mothers and grandparents -

Satoho OGATA 

Graduate School of Human-Environment Studies, Kyushu University 

Koichi TOYA 

Faculty of Human-Environment Studies, Kyushu University 

The purpose of this study was to investigate how mothers of children with developmental difficulties think about 

relationship between grandparents and children or mothers. In previous researches, it was clear that mothers feel 

negative about relationship with grandparents, but also that grandparents have some important role to support their 

daughter(mothers). The relationship between mothers and grandparents in daily life have much influence on their 

interactive communication about child's development however, thee influence differ substantially between 

individuals. The results indicate that mothers conceive their quality and quantity of communication with 

grandparents from the viewpoint of 1 )support from grandparents 2)relationship between grandparents and children 

3)consideration about grandparent's feeling and thoughts 4)getting involved with grandparents. However, some 

mothers felt difficulties about getting involved with grandparents, or about letting grandperents understand their 

children's developmental weakness. 

Keywords: developmental difficulty, mother, grandparents 


